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青
年
部
会
・
部
会
長
挨
拶
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令
和
4
年
4
月
15
日
、
重
留
巧
治
青
年
部
会
部
会
長
新
体

制
最
初
の
事
業
と
な
る
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
情
勢
の
中
、
今
回
も
来
賓
者
、

建
築
協
会
理
事
、
O
B
の
先
輩
方
を
お
招
き
で
き
ず
に
青
年

部
会
会
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
を
前
年
度
各
委
員

長
が
行
い
、
今
年
度
の
事
業
計
画
を
今
年
度
の
各
委
員
長
が

委
員
会
の
展
望
や
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
戸

惑
う
な
か
、
前
理
事
も
な
か
な
か
思
っ
た
よ
う
な
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
W
I
T
H
コ
ロ
ナ

の
中
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
39
名
で
協
力
し
あ
い

部
会
長
を
盛
り
上
げ
、
鹿
児
島
の
建
築
の
発
展
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
業
計
画
・
予
算
案
承
認

■　部会長挨拶

令和４年度 定時総会

□　「本願寺鹿児島別院犬迫出張所納骨堂建築工事」　鹿児島県鹿児島市犬迫町 - 株式会社江藤建設工業

①　現場が狭く、既存の本堂及び法面に近接していたため、安全対策と仮設足場設置にかなり気を遣いました。
②　110 本の垂木については、型枠・鉄筋の施工に苦労しました。
③　美装において耐摩耗性の高いワックスを採用し、建物竣工後の光沢劣化や縦傷の発生、それに伴う汚れの付着、黒ずみなどを抑える工夫をしています。

▶ ポーチ

▶ １階ホール

　
私
ど
も
青
年
部
会
は
創
立
当
初
よ
り
『
情
報
の
共
有
化
』

『
業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
』『
産
業
発
展
へ
の
寄
与
』『
地

域
社
会
へ
の
貢
献
』
を
主
な
活
動
目
的
の
柱
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
が
部
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
１
期
２
年
に
お
い
て
も
こ
の
目
的
を
軸
に
据
え
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
や
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
く
３

つ
の
委
員
会
を
構
成
し
、
次
の
通
り
計
画
・
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一般社団法人鹿児島県建築協会青年部会

株式会社重留建設重留　巧治部会長

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
中
心
に
活
発
か
つ
有
意
義
な
青
年
部
会

活
動
を
心
掛
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
様
々
な

活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
前
部
会
長
は
事
業
計
画
の

段
階
で
開
催
の
是
非
を
問
い
、
運
営
方
法
等
を
見
直
し
、
検

討
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
も
最
終
的
に
開
催
不
可
能
と
判
断

し
悔
し
い
思
い
を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
逆
境
の
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
を
含
め
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
研
修

会
を
新
た
に
行
い
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
参
加
し
や
す
い
環

境
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
体
制
で
活
動
が
再
開
し
始
め
て
い
ま
す
。

私
ど
も
青
年
部
会
も
状
況
を
見
極
め
、
運
営
方
法
を
模
索
し

つ
つ
青
年
部
会
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
事
業
を
開
催
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
私
ど
も
青
年
部

会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
深
い
ご
理
解

と
お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 ■　定時総会の様子

『
青
年
部
会
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
事
業
を
』

■ 令和 4 年度 定時総会開催
■ 青年部会・部会長挨拶

C O N T E N T s

■ 青年部会 委員長挨拶

2022 年新体制で新たにスタート

■ 建築協会青年部 会員紹介

▶  会員紹介／マル川建設株式会社　marukawa ーマル川建設ーってこんな会社です。

ー  部会長　重留　巧治　　 ▶  新入会員紹介　

総
務
・Ｉ
Ｔ
委
員
会
・・・
青
年
部
会
活
動
の
円
滑
な
運
営
、 

青
年
部
会
活
動
Ｐ
Ｒ
の
為
の
２
０
０
０
誌
発
行
、
会
員 

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
サ
ポ
ー
ト

会
員
研
修
委
員
会
・
・
・
青
年
部
会
の
会
員
拡
大
事
業
、

経
営
者
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
べ
く
必
要
な
知
識
や

情
報
を
得
る
講
習
会
、
県
外
の
建
築
会
社
と
の
交
流
と

情
報
交
換

 
活
動
委
員
会
・
・
・
学
生
を
対
象
と
し
た
建
築
の
魅
力

を
伝
え
る
交
流
会
、
建
築
業
の
魅
力
と
存
在
意
義
を
伝

え
る
ブ
ー
ス
出
展
、
地
域
社
会
に
対
す
る
恩
返
し
を
込

め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・・ ・



株式会社田頭建設

会員研修委員会

田頭　謙一

　令和 4・５年度会員研修委員長の

田頭建設・田頭謙一と申します。

　会員研修委員会は、経営者の資質

向上のため毎年行っている「経営者

講習会」を企画運営し、その講習会

後に新入会員候補者の方々と交流を

図り、会員拡大を目的に活動します。

　青年部会は、いろんな地域の若手

経営者の方々と交流するので、たい

へん刺激をもらっています。委員長

として楽しんでいきたいと思います

ので、何卒宜しくお願い致します。

■ 委員長として楽しみながら

久徳建設株式会社

活動委員会

吉留　祐介

　委員長の吉留祐介と申します。活

動委員会とは、若年層を含む全ての

方々に建築業の魅力と存在意義を伝

え、業界の底上げをすることを目的

として設置された委員会です。これ

まで受け継がれてきた人脈や各所と

の関係性を活かしながら、効率的な

委員会運営を行い、業界の課題解決

に向け圧倒的な責任感を持ち、積極

的に様々な事業に取り組むことで少

しでも建築業のイメージアップと若

年層の雇用拡大に繋げてまいります。

■ 建築業のイメージアップを

総務・IT 委員会

■ 会員と地域を繋ぐ活動を

協和建設株式会社

中村　俊仁

　２年間総務・IT 委員長を務めます

中村です。総務・IT 委員会は、当部

会の運営や２０００誌の発行を通じ

て青年部の活動内容を少しでも皆様

に広め、建築に興味を持っていただ

きたいと思います。また、青年部に

属している会社を紹介し近くにある

会社や名前を聞いたことのあるなと

思った会社が、どのような建物を建

てているのか。どのような会社なの

かを知っていただき地域の皆様に寄

り添えるようにしたいと思います。

編集後記
年に２回の発行となります。建築に興味を持っていただきながら建築協会青年部会の活動
にも興味を持っていただければ幸いです。（中村俊仁）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

⑥ 奄美エリア

⑤ 大隅エリア

④ 姶良・伊佐エリア

③ 南薩エリア

② 鹿児島エリア

① 北薩エリア

①

②

③

④

⑤

　建築協会青年部会は、県内各地域にて事業活動を
されている多くの企業の経営者が集まり構成されて
いる組織です。建築協会青年部会は、 経営者の資質
を向上させる研修を行ったり、建築業界が発展して
いくための勉強・改善を行ったり、建築業界の魅力
を知ってもらうための広報活動や、地域への恩返し
にボランティア活動、未来を担っていく青少年の育
成等を行っています。現在、青年部会には 39 名の
会員が在籍。この記事では各エリアごとに、所属し
ている会社を紹介しています。

内村建設株式会社　　　内村　明高
株式会社江藤建設工業　江藤　將志
株式会社木落建設　　　木落　孝作
協和建設株式会社　　　中村　俊仁
田畑建設株式会社　　　福満　吉純
株式会社鶴留建設　　　鶴留　洋平
株式会社前田組　　　　前田　忠倫
株式会社満塩建設　　　満塩　将太
株式会社盛洋建設　　　川﨑　啓二
株式会社山理建設　　　山下　和紀

株式会社今給黎建設　　今給黎政幸
株式会社田川組　　　　近藤慶太郎
株式会社堀之内商会　　堀之内　敏
マル川建設株式会社　　川原　大地

株式会社宇都組　　　　宇都　孝洋
株式会社久保工務店　　久保廣之進
株式会社重留建設　　　重留　巧治
株式会社末廣組　　　　山下　結城
太陽建設株式会社　　　野元　国広
株式会社田頭建設　　　田頭　謙一
株式会社田島組　　　　田島　功輔
株式会社中池組　　　　中池　竜介
株式会社橋口組　　　　橋口宗一朗

株式会社新中建設　　　

曽山建設株式会社　　　

株式会社佐々木組　　

田上建設株式会社　　　

株式会社川原建設　　　

株式会社堀之内建設　　

南建設株式会社　　　　

安田建設工業株式会社　

ヤマグチ株式会社　　　　

株式会社内山組　　　　内山　吉二

久徳建設株式会社　　　吉留　祐介

株式会社南建設　　　　南　　智和

株式会社森建設　　　　森　　義大

国基建設株式会社         下小野田隆平

伊藤建設株式会社　　　伊藤　　誠
株式会社富建設　　　　富　　真也
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青年部会会員紹介

H e l l o !

39
member’ s

⑤ 【 大隅エリア 】

⑥ 【 奄美エリア 】

④ 【 姶良・伊佐エリア 】

③ 【 南薩エリア 】

② 【 鹿児島エリア 】

① 【 北薩エリア 】

2022
荒木　康之

石野田洋昭

佐々木祐輔

田上　俊介

塚田　哲也

堀ノ内茂樹

南　　浩二

安田　将希

山口　秀典　

マル川建設の企業理念です。
「ちょっとおしゃれな家づくりやってます」
をキャッチフレーズに南薩エリアで戸建て
住宅を中心に建築物の設計・施工をしてい
ます。

建設業あるあるなのですが、経理や営業、
工務など各部署で部屋が違うことがよく
あります。働くスタッフのチームワーク
が最大限に発揮できるよう事務所を増築
してワンフロアに。コミュニケーション
がしっかりとれることで業務が円滑に進
むようになりました。

また建設会社は各スタッフはそれぞれ
現場に行ってしまうので誰が何をして
いるのかよく分からないことが多いで
す。全員の予定や現場であった出来事
を全員が把握できるツールを導入して
おり、現場間での人員や道具の配置を
効率よくしています。お互いがお互い
の頑張りを知ることができるので相互
の信頼関係も生まれました。

緑を増やす運動もしています。敷地内
に植栽エリアがあり、種から苗にして
栽培しています。育った樹木はお客様
の庭に提供したり、事務所の周りに植
えて日陰を作ったりしています。

地域の皆様に喜んでいただけるイベント
も定期的に開催しています。現場で発生
した端材を活用した親子木工教室は参加
してくれた皆様から大好評です。

当社は、人事評価制度や新人の教育制度、スタッフの目標設定、各業務のマニュ
アル作成など働きやすく活躍できる職場にするための取り組みも進めています。
緑豊かな環境でお客様に愛され、地域に愛され、そして働くスタッフに愛され
る企業に。

「住まう人の幸せな未来を想い、共につくる」

■　マル川建設株式会社

marukawa ーマル川建設ーってこんな会社です。
C o m p a n y
Introduction

鹿児島県南九州市川辺町本別府 2522-1 TEL   0993-56-1348

GREETING
委員長挨拶

OTHERS

〜 新入会員の紹介 〜
New menber introductionwelcome

株式会社橋口組
橋口　宗一朗
はしぐち　そういちろう

この度、令和４年６月より鹿児島県建築協会青年部会に入会させていただきました
橋口宗一朗と申します。薩摩川内市に本社を構え、建築・土木の設計、施工管理を
中心に各種工事を承っております。若輩者で至らぬ点もあるかと思いますが、ご指
導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

国基建設株式会社
下小野田　隆平
しもおのだ　りゅうへい

建築の魅力を再発見して、学び、成長したいと思います。
よろしくお願いします。

青年部会に新しい仲間が加わりました。会員の皆様宜しくお願い致します。

株式会社津田和建設　深町 康宏さんが、今年３月で卒会となりました。

長きに渡り青年部会活動にご協力頂きありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  青年部会一同

■　卒会者
●  コラボのお誘い

　青年部会では、学校関係の皆様や異業種の
団体等幅広くご一緒に活動したいと考えてい
ます。鹿児島の活性化に繋がる活動を一緒に
企画していきましょう。当青年部会に、いつ
でもお気軽にお問い合わせください。


